
＜処遇改善加算等の情報公開(見える化要件)について＞ 

就労継続支援Ｂ型 greenalab 

 

 

 

 

当事業所では、下記の加算を取得しています。 

福祉・介護職員等処遇改善加算（Ⅰ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２6年度職場環境等要件について法人としての取り組み 

●入職促進に向けた取組 

【他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験者・有資格者等にこだわらない

幅広い採用の仕組みの構築】 

→無資格者、転職者、主婦層、中高年齢層等も含め障がい福祉での勤務を希望する方

の採用を行っています。 

【職業体験の受け入れや地域行事への参加や主催等による職業魅力度向上の取組の実

施】 

→施設見学、職業体験を希望がある際は受け入れをしている。地域での行事等に参加

し、福祉の魅力を伝えていきます。 

●資質の向上やキャリアアップに向けた支援 

【働きながら国家資格等の取得を目指す者に対する研修受講支援や、より専門性の高

い支援技術を取得しようとする者に対する各国家資格の生涯研修制度、サービス管理

責任者研修、痰吸引研修、強度行動障害支援養成研修等の業務関連専門技術研修の受

講支援等】 

→法人より受講料の負担を行います。（令和 7年実績あり） 

【研修の受講やキャリア段位制度等と人事考課との連動によるキャリアサポート制度

等の導入】 

→時間外の研修受講には時間外手当を付け、行政などからの研修に関しては全スタッ

フに公表しキャリアサポート制度を導入している。 

【エルダー・メンター(仕事やメンタル面のサポート等をする担当者)制度等の導入】 

→直接仕事を教えていくとともに、仕事やメンタル面のサポート等をする担当者を擁

立しメンター制度の実を推進しています。 

【上位者・担当者等によるキャリア面談など、キャリアアップ等に関する定期的な相

談の機会の確保】 

→定期的に管理者やサービス管理責任者との面接の機会を設定し、目標やキャリアア

ップ、業務内容の相談を行います。 



●両立支援・多様な働き方の推進 

【有給休暇を取得しやすい雰囲気・意識作りのため、具体的な取得目標(例えば、1週

間以上の休暇を年に●回取得、付与日数のうち●%以上を取得)を定めた上で、取得状

況を定期的に確認し、身近な上司等からの積極的な声かけ等に取り組んでいる】 

→事前に希望をとり業務に支障が出ないようにすることで有給休暇を取得しやすい環

境を整えています。５回/年、有給休暇の取得を定期的に周知していきます。 

【障がいを有する者でも働きやすい職場環境の構築や勤務シフトの配慮】 

→一人ひとりの特使恵や状況によって多種多様な合理的配慮を行います。 

●腰痛を含む心身の健康管理 

【業務や福利厚生制度、メンタルヘルス等の職員相談窓口の設置等相談体制の充実】 

→当該事業所と提携を結んでいるメンタルクリニックと協力し、また職員相談窓口を

設置することでスタッフのメンタルヘルスケアを行っています。 

【 事故・トラブルへの対応マニュアル等の作成等の体制の整備】 

→事故防止マニュアル、苦情対応マニュアル等を作成し施設毎、閲覧可能な場所に設

置しています。 

●生産性向上のための業務改善の取組 

【現場の課題の見える化(課題の抽出、課題の構造化、業務時間調査の実施等)を実施

している】 

→Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Action（修正）を繰り返し行い

PDCAサイクルで回し、何度も繰り返すことで、継続的に改善活動に取り組みます。 

【5S活動（業務管理の手法の 1つ。整理・整頓・清掃・清潔・躾の頭文字をとった

もの）等の実践による職場環境の整備】 

→チェックシートを活用し、5S 活動の徹底を図っています。 

【業務手順書の作成や、記録・報告等様式の工夫等による情報共有や作業負担の軽減

を行っている】 



→利用者向けの生産活動（軽作業・自主製品等）において、写真付きの手順書を掲

示。職員の指示出し時間を削減し、利用者の自立作業を促進しています。 

【業務支援ソフト(記録、情報共有、請求業務転記が不要なもの)、情報端末(タブレッ

ト端末、スマートフォン端末等)の導入】 

→業務支援ソフトを導入、タブレット端末等を使って日中業務や作業へ活かしていま

す。 

【介護ロボット（見守り支援、移乗支援、移動支援、排泄支援、入浴支援、介護業務

支援等）又はインカム等の職員間の連絡調整の迅速化に資するＩＣＴ機器（ビジネス

チャットツール含む）の導入】 

→ビジネスチャットを導入し、外出の多い支援員と事務所間でリアルタイムな情報共

由有を行い、電話取次ぎや帰社後の報告時間を短縮し、作業指示や欠席連絡等の情報

をチャットで一括共有し、朝礼やミーティングの時間を短縮できることによって利用

者と向き合う時間を確保しています。 

●やりがい・働きがいの醸成 

【ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々の福祉・介護

職員の気づきを踏まえた勤務環境や支援内容の改善】 

→月に１度法人内での全体ミーティングでスーパービジョンなどを行い個人が支援内

容を考える場を設けています。 

【利用者本位の支援方針など障害福祉や法人の理念等を定期的に学ぶ機会の提供】 

→毎月外部と提携した法定研修・障害福祉研修を実施し、障がい福祉理念や指針の浸

透を図っています。 

【支援の好事例や、利用者やその家族からの謝意等の情報を共有する機会の提供】 

→スタッフミーティングを通して情報の共有化を図っている。また、業務支援ソフト

の中で好事例などを共有しています。 


